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(論文 内容の要旨)

時間情報処理は時間表現や事象表現 を同定 し,表 現間の時間関係を解明する研究

である.言 語学,心 理学においては言語の時間表現の論理モデルに関する研究は数

多 く提案されている.し か し,時 間情報の自動処理を行 うため必要な時間情報 タグ

付きコーパスの構築に関する研究が少ない.特 に,英 語ではタグ付 き基準TimeML

が提案されているのに対 して,中 国語の時間情報 タグ付 きコーパスに関する研究 は

ほ とん どない.本 論文では,中 国語の事象間の時間関係をタグづ けする基準を策定

し,そ の関係を同定する手法を提案す る.

中国語は,テ ンスとアスペ ク トを陽に示す表現がな く,時 間情報 は語彙 と文脈に

依存するとい う特徴があ る.よ って,中 国語の時間関係処理に対 して時間表現を中

心 とする手法は不十分 であ り,事 象間の時間関係同定 が重要 なタスクであ る.本 論

文は,中 国語の事象 間の時間関係を同定する手法を提案 し,タ グ付 きコーパスを構

築 し機械学習器 で事象間の時間関係 の自動 同定システムを提案す る.

本論文で提案する中国語の時間関係 コーパスの タグ付け基準 はTimeMLの 基準

に基づいている.提 案 するタグ付け基準 は依存構造解析結果を用いて,タ グ付 け作

業量を減 らす ことを 目標にした.依 存構造を用 いて三つ の時間関係(隣 接関係,依 存

構造上の親子関係お よび兄弟関係)を 定義する.さ らに長距 離の関係を得 るために

推論規則を使用 して時間関係を拡張する.同 一記事 中あるn個 の事象 に対 して,す

べての組合せの時間関係を考慮するためn(n4)/2回 の判定が必要であるが,提 案

手法 による作業量は3n回 の判定でよ く,人 手 による動詞事象対の時間関係のタグ付

け作業量を軽減 できることを示す.

構文解析済みのコーパスーPennChineseTreebankを 基本デー タとして,動 詞間

時間関係 のタグ付きコーパスを構築 し,本 タグ付 きコーパスを用いて時間関係の自

動 同定システムを実装す る.依 存構造の情報 を獲得 するため,機 械学習に基づ く中

国語の依存構造解析器 を開発 し,既 存の中国語依存構造解析器 を上回る単語の依存

関係の正解率(88％)を 達成 した.

提案手法 で構築 したタグ付きコーパ スを用い,機 械学習器 としてSupportVector

Machineを 用いる ことによ り,時 間関係の 自動 同定システムを作成 した.評 価実験

において提案 した各種類 の事象 の時間関係の解析正解率は68％-70％ に達 し,記 事

中のすべての可能な事象 間の時間関係の52％ が提案手法 によるシステムで同定 で

きることを示 す.



氏 名 鄭育昌

(論文審査結果の要旨)

平成19年12月27日 に開催 した公聴会の結果を参考 に平成20年2月18日 に本博

士論文の審査を行った.以 下のとお り,本 博士論文は,提 案者が独立 した研究者 とし

て,研 究活動を続けてい くための十分な素養を備えていることを示すもの と認める.

鄭育 昌は,本 博士論文において,中 国語文書中の動詞が表す事象間の時間関係解

析を 目的 とし,時 間関係 タグ付 けを行 うための効率的な手法,お よび,機 械学習に

基づ く事象間の時間関係同定を行 う手法を提案 した.特 に係 り受 けに基づ く統語解

析か らえられ る情報がこれ らのタス クに重要な情報を提供す ることを示 し,自 ら中

国語 の単語係 り受け解析器 の構築 も行 った.本 論文の主な成果は次 の通 りである.

1.中 国語テキス トへ時間関係のタグ付 けを効率化するために,次 のような方法論

を示 した.す なわち,依 存構造によって得 られ る三つの関係(隣 接 関係,親 子

関係,兄 弟関係)に 対 してのみタグ付けを行い,そ れ以外の関係にある事象間

の時間関係を推論規則 によって拡張す る方法である.こ れによ り,人 手による

動詞事象対 の時間関係 のタグ付け作業量 を大き く軽減できることを示 した.

2.構 文解析済みのコーパスを学習デー タとし,機 械学習に基づ く中国語の依存構

造解析器を開発 し,既 存の中国語依存構造解析器を上回る単語の依存関係の正

解率 を達成 した.

3.提 案 手法 で構築 した タグ付 き コーパ スを訓練 デー タ とし,SupportVectorMa-

chinesを 用 い て,時 間関係 の 自動 同定 システ ムを作 成 した.評 価実 験 におい て

提案 した各 種 類 の事象 の 時間 関係 の正解 率 が68％-70％ と,高 い性 能 を実現 で

きる こ とを示 した.

中国語の文書中の事象の時間関係解析のための基礎デー タの作成,時 間関係抽出

に有用な機械学習 に基づ く中国語係 り受け解析手法の提案,お よび,事 象間の時間

関係の自動 同定手法を提案 した本研究は,独 創性が高 く,し かも実用 的であ り,自

然言語処理 の分野 において高い貢献があると評価する.

よって,本 論文 は,博 士(工 学)の 学位論文 として価値あるもの と認める.


